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金属 Liは、リチウムイオン電池を高容量化できると期待されている材料である。Li空気電池の

充放電過程においてリチウム酸化物の化学状態が研究されてきており[1]、表面に様々なリチウム

化合物が形成されることも報告されている[2]。しかしながら、真空下の微小な残留ガスと金属リ

チウム表面が反応してしまうため、きれいな金属リチウム表面の制御と理解は困難である。そこ

で、超高真空中でリチウム金属表面がどのように変化するかを調べるため、光電子分光実験(PES)

と X 線吸収分光実験(XAS)により金属リチウム表面の電子状態変化を調べた。 

放射光を用いた PESと XAS実験は立命館大学 SRセンターBL-7で行った。PESと XASスペク

トルは~5×10-8 Paの超高真空下の室温で得た。四重極分析器より残留ガスは主に H2、H2O、CO で

あった。清浄な金属リチウム表面を得るために、超高真空下で表面をダイヤモンドやすりで削っ

た。 

図 1に超高真空下で削った金属リチウム表面の価電子帯スペクトルとLi K-edgeスペクトルの時

間変化を示す。清浄化直後(0 min)では、価電子帯に明瞭なフェルミ端が観測され、Li K-edge スペ

クトルは約 55 eV から立ち上がるステップ関数的な形状が観測され、金属リチウムの特徴を示し

ている。超高真空下でも時間が経つとスペクトルが大きく変化し、価電子帯の結合エネルギー6 eV

の構造と Li K-edge スペクトルの 58 eVと 63 eV の構造は Li2O の特徴である。これは残留ガスに

含まれる酸素原子が金属リチウムと反応し酸化物が形成されたことを示唆している。 
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Fig. 1 Valence band and Li K-edge spectra of Li metal surface after scraping in UHV.  
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